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あらまし：ソーシャルメディアが身近なメディアとなり，最新情報を迅速に得るための主要な手段となっ

ている．しかし，ソーシャルメディア上には，有用な記事だけでなく，事実と異なる情報や憶測を含むも

のも多数存在している．そのため，ユーザ自らが記事の真偽を判断する能力が求められる．この種の能力

は，記事の真偽を実際に見極める経験によって培われるが，未熟者は意義ある経験を積み重ねることが難

しい．本研究では，ソーシャルメディア記事に対する他者反応を抽出・分類し，真偽見極めの手がかりと

して提示する仕組みの実現を目指す．本稿では，真偽を疑うべき記事の抽出手法，他者反応の抽出・分類

手法の概要を示す．また，実際のソーシャルメディア記事を対象とする実験について報告し，その結果に

基づいて提案手法の有効性について考察する． 

キーワード：真偽見極め経験，ソーシャルメディア，他者反応，情報視覚化 

 

1. はじめに 

現在，日本のソーシャルメディア普及率は 81.5%(1)

に上り，その即時性，手軽さから，最新情報を迅速

に得るための主要な手段となっている．しかし，ソ

ーシャルメディアには事実と異なるフェイク情報や

様々な憶測も存在する．誤った情報で不利益を被ら

ないためには，ユーザ自らが記事の真偽を判断する

能力が求められる．この種の能力は，記事の真偽を

実際に見極める経験によって培われるが，未熟者は

意義ある経験を積み重ねることが難しい． 

これに対して，ソーシャルメディアを用いたデマ

判定システム (2)，訂正投稿を用いたフェイクニュー

ス収集システム (3)などが報告されているが，殆どが

記事の真偽の自動判定を主としており，未熟者自ら

によるソーシャルメディア記事の見極め経験の支援

は考慮していない． 

本研究では，ソーシャルメディア記事に対する他

者反応を抽出・分類し，真偽見極めの手がかりとし

て提示する仕組みの実現を目指す．これにより，ソ

ーシャルメディア記事の真偽見極め経験のより現実

的な促進方法の可能性を探る． 

 

2. 問題点と支援方針 

2.1 対象 

対象のソーシャルメディアとして，本研究では共

有機能による拡散力が高いソーシャルメディアであ

る X を用いる．X では，その拡散力故にフェイク記

事や誤解を招く記事も，情報の真偽に関係なく拡散

されてしまいがちである．このことから本研究が目

指す見極め経験促進の必然性が高いと考える． 

 

2.2 問題点 

本研究では，ソーシャルメディア記事の真偽を見

極める経験の獲得を考える上で，以下の 2 つの問題

点に焦点をあてる． 

(問題点 1)ソーシャルメディア上には大量の記事が

あり，それらすべてに注意を払うのは現実的でない． 

(問題点 2)未熟者自身で意義ある真偽見極めの経験

を積むことは容易ではない． 

2.3 アプローチ 

まず，真偽を疑うべき記事を抽出する手法を開発

する（問題点 1 に対応）．次に，他者反応の抽出・分

類手法を開発する．加えて，真偽を疑うべき記事と

関連する他者反応を合わせて提示する手法，見極め

経験促進のための議論支援手法を開発する(問題点 2

に対応)．真偽見極め支援の概要を図 1 に示す． 

 
図 1 ソーシャルメディア記事の真偽見極め支援の概要 

 

3. 真偽を疑うべき記事の抽出方法 

本研究では，特定の記事に対して情報の真偽に関

して指摘している記事に着目し，真偽を疑うべき記
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事の抽出を行う． 

なお，本研究では，特定のツイートに対して真偽

を指摘する表現を含む引用リツイートとリプライ記

事を訂正記事と定義する．また，真偽を疑うべき記

事については訂正記事の訂正元の記事とする（図 2）． 

訂正記事の抽出に関しては，既存研究(3)で明らか

になっている，フェイクを指摘しているツイートに

頻繁に含まれる言語パターン（フェイクパターン）

を用いて行う．投稿の中からフェイクパターン内の

単語を含んでいる投稿を訂正記事として抽出する．

その上で，訂正記事の情報を基に再度検索を行い，

訂正先の真偽を疑うべき記事を抽出する． 

 
図 2 訂正記事と真偽を疑うべき記事の関係 

 

4. 他者反応の抽出と提示 

4.1 他者反応の抽出 

本研究では，抽出した真偽を疑うべき記事に対す

るリプライと引用リツイートの 2 種類を他者反応と

定義し，これらを収集する． 

しかし，抽出する他者反応の全てが真偽を疑うべ

き記事の真偽を見極める際に有効になるとは限らな

い．情報の真偽の見極めに有効な他者反応を抽出す

るために，理由や根拠が示されている他者反応に注

目する．具体的には理由や根拠を示す際に頻出する

順接と逆接の接続詞と，理由や根拠が付随された文

章に共通する特有の表現にも着目し，それらをまと

めた接続詞リストと特有の表現リストを作成する．

その後にそれら 2 つのワードリストの両方に含まれ

る単語を含む他者反応を抽出する． 

4.2 他者反応の分類 

抽出した他者反応を，記事の真偽見極めの判断材

料としてより効果的に提示するために，「肯定」，「否

定」，「中立」の 3 種類の感情に分類する．分類には

BERT を使用する．この際，抽出を行った他者反応

に上記の 3 種類のラベル付けたものを教師データと

して用意し，ファインチューニングする． 

4.3 他者反応の提示 

真偽を疑うべき記事，抽出・分類した他者反応，

および，記事に対するインプレッションを対応づけ

て視覚的に提示する（図 3）．未熟者は，それらを真

偽の判断の参考にしながら，真偽を疑うべき記事の

見極めを試みる．その上で，未熟者同士でグループ

を形成し，判断根拠や意見を対比させながら，真偽

見極めに関する議論を行わせる． 

 
図 3 提示する記事とインプレッションの表示 

 

5. 実験と考察 

5.1 実験概要 

実際の真偽を疑うべき記事に対する他者反応を収

集し，提案手法による他者反応の抽出実験を行った． 

10 記事に対する他者反応を計 7058 件用意し，提案

手法による抽出を実施した．これとは別に，他者反

応を実験者が 1 つずつ目視で精査し，正解データを

作成した．両者を比較して，抽出精度を算出した． 

5.2 実験結果と考察 

実験結果を表 1 に示す．比較的良好な適合率が得

られていると考えられる．一方，再現率は振るわな

い結果となったが，限定的な接続詞・特有表現リス

トを用いた抽出であることを考慮すると，チューニ

ングによる改善が見込まれる．今回の実験は規模が

限られているが，今後に期待が持てる感触を得るこ

とができた． 

表 1 他者反応の抽出結果 

適合率 再現率 F 値 

0.76 0.12 0.21 

 

6. おわりに 

本論文では，数多のツイートの中から，真偽を疑

うべき記事を抽出する手法，他者反応を収集し，そ

こから有用と考えられるものを抽出・分類する手法

について述べた．また，実際のソーシャルメディア

記事を対象とする実験を通して，提案手法の有効性

について考察した．今後は，議論支援との兼ね合い

を含めて，他者反応抽出・分類手法の有効性検証と

改善を進めたい． 
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